
再評価結果（平成２２年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局国道・防災課
担当課長名：深澤 淳志

事業名 一般国道４７４号 三遠南信自動車道 事業 一般国道 事業 国土交通省
さんえんなんしん

佐久間道路・三遠道路 区分 主体 中部地方整備局
さ く ま さんえん

起終点 自：静岡県浜松市天 竜区佐久間町河合 延長
てんりゅう さ く ま か わ い

至：静岡県浜松市北区引佐町東黒田 ２７．９ｋｍ
い な さ ひがしくろだ

事業概要
三遠南信自動車道は飯田市・浜松市を結ぶ全長約100kmの路線であり、東名・新東名・中央道を高速ネ

ットワークで連絡することで災害に強い道路網の構築、地域医療サービスの向上、観光・交流における地
域間連携等の地域間の強化、三遠南信地域の秩序ある開発や発展に寄与する道路である。その一部を構成
する佐久間道路・三遠道路は、奥三河、北遠地域の高速サービス提供、災害に強い地域間ネットワークの
構築、沿線地域開発及び地域交流支援の連携強化に資する延長２７.９ｋｍの道路である。
Ｈ５年度事業化 Ｈ 都市計画決定 Ｈ１３年度用地着手 Ｈ１５年度工事着手

全体事業費 約 1,400 億円 事業進捗率 50％ 供用済延長 0km
計画交通量 10,200台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年
分析結果 (事業全体)１．２ 641/1,365億円 1,586/1,586億円 平成21年

事 業 費：566/1,290 億円 走行時間短縮便益：1306/1306億円
(残事業) ２．５ 維持管理費：75/ 75 億円 走行経費減少便益： 221/221億円

交通事故減少便益： 58/ 58億円
感度分析の結果 残事業について感度分析を実施

交通量変動 ：B/C=4.3（交通量 +10%） B/C=2.1（交通量 -10%）
事業費変動 ：B/C=2.3（事業費 +10%） B/C=2.7（事業費 -10%）
事業期間変動：B/C=2.4（事業期間 +10%） B/C=2.6（事業期間 -10%）

事業の効果等
①円滑なモビリティの確保
・現道等の渋滞損失時間の削減が見込まれる。

【約35,123万人時間/年→約29,716万人時間/年 約15%削減】
・北遠地域・奥三河地域からJR浜松駅・中部国際空港・富士山静岡空港へのアクセスが向上。

【浜松市天竜区佐久間地区～JR浜松駅100分→60分、中部国際空港170分→100分、
富士山静岡空港150分→90分】

②物流効率化の支援
・北遠地域・奥三河地域から重要港湾三河港、御前崎港へのアクセスが向上。

【浜松市天竜区佐久間町～三河港 110分→70分 御前崎港 170分→110分】
③国土・地域ネットワークの構築
・飯田市と浜松市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成。
・並行する国道473号等のすれ違い困難区間の回避可能。

④地域連携の強化
・高速道路IC60分圏域拡大により、三遠南信地域の広域的な交流を促進。

【奥三河地域IC60分圏人口カバー率 74%→100% 北遠地域のIC60分圏人口カバー率90%→100%】
⑤個性ある地域の形成
・三遠南信地域一体での活性化を目的にした「三遠南信連携ビジョン」を支援。
・西遠地域や東三河地域に多くある観光施設へのアクセス向上が期待され、地域振興(浜名湖観光圏整
備計画)に寄与。

⑥安全で安心できるくらしの確保
・奥三河地域、北遠地域から浜松市の聖隷三方原病院(三次医療施設)へのアクセスが向上。

【浜松市天竜区佐久間地区→聖隷三方原病院 75分→45分】
・国道152号等の線形不良区間の回避、現道における通過交通の減少により安全性が向上。

⑦災害への備え
・国道152号等の事前通行規制区間の回避可能。

⑧地球環境の保全



・Co2排出量が約27千t/年（約0.1%）削減。【29,044千t/年→29,017千t/年】
⑨生活環境の改善・保全
・NO2排出量が約144t/年（約0.1%）削減。【130,070t/年→129,926ｔ/年】
・SPM排出量が約15t/年（約0.1%）削減。【11,138t/年→11,123t/年】

関係する地方公共団体等の意見
・2008年11月に静岡、愛知、長野３県の県境地域３２市町による「三遠南信地域連携ビジョン推進会議」
（SENA)が発足し、三遠南信自動車道建設による地域間交流拡大が期待されている。
・県知事の意見：
○対応方針（案）「事業継続」について異議なし。
○事業実施にあたっては一層のコスト縮減など、より効率的な事業推進に努められるようお願いしたい。

・浜松市長の意見：
○対応方針（案）「事業継続」について異議なし。
○今後は早期整備に向けて、22年度以降の安定的な予算確保及び事業推進を切望する。
○費用便益比(B/C)のみならず、災害時における孤立集落、救急医療など安全・安心な生活を守る道路
であるとともに、高速サービス向上による広域交流や地域間の活性化につながる重要な道路であるの
で、今後ともご支援お願いしたい。

事業評価監視委員会の意見
「事業継続」することは「妥当」である。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
・過疎化、高齢化の進行、新たな高規格幹線道路の供用(東海環状、伊勢湾岸等）
・市町村合併により、浜松市が政令指定都市に移行したことで当該地域の連携強化が重要

事業の進捗状況、残事業の内容等

・用地取得率は約90％（平成21年度末見込み）
・平成２０年度より佐久間ＩＣ～東栄ＩＣ間の工事に着手

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
佐久間ＩＣ～引佐JCT（L=27.9km）の早期供用に向けて鋭意事業推進を図る。

施設の構造や工法の変更等
ＩＣ構造の見直し、道路線形の見直し、鋼橋における少数主桁の採用などによりコスト縮減を
図る予定。

対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、当初の事業の必要性・重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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